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�日本語教育学講座修了論文�

日本語慣用句とその指導について
�� �手� を含む慣用句を中心に��

顧 翌 清

日本語慣用句はたくさんのとことで出てくる� しかし� 現在� 中国の日本語教育
現場において� 日本語慣用句は受けるべき重要視を受けていなく� そのゆえ� 外国
人学習者にとって� 日本語慣用句の勉強はなかなか難しいと言われている� 本稿で
は� 日本語慣用句を研究することにより� より効率の良い日本語慣用句の指導法を
探りたいと思っている�
第一章は� 今までの日本語慣用句の先行研究を振り返ってまとめる� 取り上げた
のは� 白石大二氏� 宮地裕氏� 国広哲弥氏� 森田良行氏� 籾山洋介氏� 石田プリシラ
氏� という六人の説である�
第二章は� 第一章の先行研究と六冊の辞書 �中国の辞書が一冊� 日本の辞書が五
冊	 を踏まえつつ� 日本語慣用句の定義と分類 �品詞上� 意味上� 辞書	 を行う� そ
して� 諺や四字熟語のような日本語慣用句の周辺にあるものも含めて分析し� それ
らと日本語慣用句の違いを説明する�
第三章は� 第二章で使われている六冊の辞書に基づき� その中に載ってある �手�
を含む慣用句を例に挙げ�一つのデ
タベ
スにまとめる�合計 217例の �手�を含
む慣用句はそれぞれ何冊の辞書に載ってあるのか� その使用状況と頻度を分析す
る� 更に� このデ
タベ
スを通し� 中国人編集者と日本人編集者が辞書を編集す
る際� 日本語慣用句に対する取り扱いの違いも窺うことができる�
第四章は� 国立国語研究所のコ
パスを使い� 99項目の �手� を含む慣用句の白
書や小説などにおける例文を読み� 見出し語は �手� でない慣用句と字面の意味し
か持っていない慣用句を研究範囲外にし� 残った 74項目の �手� を含む慣用句のそ
れぞれの例文を意味別で分類し� デ
タベ
スを作り� その調査結果を提示する�
第五章は� 日本慣用句の教授法の先行研究を振り返り� 中国における日本語慣用
句の教育現状も分析し� 第四章で取り上げた 74項目の �手� を含む慣用句を中心
に� コ
パスの例文を提示しながら� 日本語慣用句の指導法を具体的に説明する�
本稿の研究を通し� 従来から大変難しいと言われている日本語慣用句の勉強に少
しでも役立つことができればと思っている� 今後の課題として� 日本語慣用句の更
なる分類の基準� 日本語慣用句を教科書に提示する時の順序� 日本語慣用句を含む
例文や会話作りなどが考えられる�
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